
１ 取組の概要 

和歌山市では、「第二次和歌山市子供読書活動推進計画～『子供と本』の未来をつなぐために

～」を令和３年３月に策定し、読書活動の推進を図っている。また、平成２８年度から学校司書

を順次配置しているが、小学校が５０校、中学校が１８校、義務教育学校が１校あり、それぞれ

の読書活動における進捗状況は様々である。現在、学校図書館としては読書センターの機能の充

実は図られているものの、学習・情報センターとしての機能には課題がある学校が多い。 

令和７年度は、モデルケースやこれまでの実践等を普及することを目指し、年度当初からアン

ケート作成を行い、市内全体の現状把握や普及に取り組んだ。併せて、学校図書館の利活用や授

業における学校司書との連携等に関する研修を開催し、市内の各小・中学校での学校図書館活用

の推進を目指した。 

 

２ これまでの取組 

令和５、６年度は、学校図書館が「学習センター」として機能することを目指し、図書資料等

を活用した調べ学習や特別活動等の学校図書館を活用した授業において、学校図書館の活性化、

授業における指導方法や指導体制づくりに取り組んできた。また、「情報センター」としての機

能充実に向け、蔵書の構成の偏りを見直し、各種事典や図鑑、郷土資料等の整備体制についても

検討した。そして、学校司書と司書教諭等が連携し、児童生徒の情報活用能力を育てる効果的な

指導方法を研究した。さらに、和歌山市立日進中学校、宮小学校、太田小学校の３校で研究授業

を実施し、授業を市内の教員に公開することで、モデルケースの共有も行なった。 

これらの取組により、学校図書館を活用した授業実践モデルの作成や、学校司書との連携につ

いての研究が進んだ。一方で、成果を市内の各校に広めていくことや、また各校の現状を把握し、

活用の有用性を普及させていくことが、今後の課題として残った。 

 

３ 学校図書館機能活用に向けて 

①アンケート調査（７月・１２月） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
   
 

 

和歌山市立日進中学校・宮小学校・太田小学校 

児童生徒アンケート 

≪質問項目≫ 

 ア．本を読むのは好きですか。 

イ．学校の図書館へ行くのは好きですか。 

ウ．休けい時間やほうか後などに、学校図書館へどれぐらい行きますか。 

エ．目次（もくじ）や索引（さくいん）の使い方を知っていますか。 

オ．自分の知りたいこと（情報）を、本を使って調べることができますか。 

カ．本とインターネットを目的におうじて使い分けられますか。 

キ．文章を書くときに、引用の仕方に気をつけていますか。 

ク．教科学習のために、学校の本を利用していますか。 

ケ．著作権について気をつけていますか。 

≪回答項目≫ 

ウ以外 １そう思わない ２あまりそう思わない ３まあそう思う   ４そう思う 

ウ   １行かない   ２一月に１回ぐらい  ３一月に２回ぐらい ４一月に３回ぐらい 

 

 

（アンケート調査の質問項目） 

学校図書館の活用を促進することを目的に、児童生

徒の現状把握のため２度のアンケート調査を実施し、

結果を分析した。その結果、児童生徒の自主的な図書館

資料の活用には依然として課題があることが明らかに

なった。また、情報活用の基本的なスキルに対する意識

は比較的高いものの、教科学習における学校図書館資

料の利用意識は十分に高まっておらず、「学習センタ

ー」「情報センター」としての機能の有用性を実感する

には至っていない状況が確認された。これらの結果を

踏まえ、「本に触れる時間の確保」や「教科学習の中で

図書館や本を活用する機会」を意図的に設けることの

重要性であると考え、これまでの取組の資料を市内の

小・中学校に提供した。 



【提供資料】 

 

 

 

 

 

 

また、アンケート調査の結果から、年齢が上がるにつれて本に触れる機会が減少していること

や、学習に図書資料を活用する意識が低下していることがわかった。特に、「教科学習のために、

学校の本を利用していますか」の肯定的な回答（３・４の回答）が、他の項目に比べると、減少

幅が大きかった。この結果から、小学校高学年から中学校段階における教科学習の中での図書資

料活用が課題であると考え、日進中学校において次のような取組を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②日進中学校における図書資料活用を促す選書リストの作成と普及 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 今後の方向性等 

以上の取組に加え、市教育委員会による学校図書館長研修等を実施したことで、市内全域にお

いて、学校図書館及び図書資料活用を促進し、その有用性を広く周知することができた。 

これにより、今後の学校図書館活用の土台が構築できたと考えている。 

情報活用能力の育成が求められる今、一人一台端末の活用を進めつつ、多様な情報源から情報

を収集し、取捨選択する力を育てることが重要である。教科学習の中で図書資料を活用する授業

を引き続き推進していきたい。 
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（質問クのアンケート結果より） 

約２７％減少 

（日進中学校の選書リスト） 

＜教科部会における図書選定＞ 

学校長と司書教諭が中心となり、図書選定のための教科部会を

開いた。教科ごとに、図書資料を活用した授業を想定し、「どの単

元で、どのように活用することが効果的か」を協議し、必要とな

る図書資料を検討した。教科によっては、授業内容に合う図書資

料の選定が難しい場合もあったが、和歌山市読書活動推進課に協

力を得ることで、適切な図書資料を確保することができた。 

なお、図書選定にあたっては、図書資料の活用が目的にならな

いことを留意した。 

 

＜選書リストの作成と市内全中学校への提供＞ 

選定した図書資料をリスト化し、来年度以降の選書に活用でき

るよう、市内の中学校へ提供した。 

 

（１）「図書館教育全体計画」・「司書教諭の支援計画」：学校図書館運営の指針 

（２）「研究授業の指導案」・「使用図書リスト」：具体的な授業実践のイメージ化 

（３）「授業実践例」：学校図書館を活用した授業づくりの参考 

（４）「小・中別 選書リスト」：教科学習における図書資料活用を促す資料選び 

 


